
Q  

町
の
保
育
園
に
入
れ
な
い
「
待
機

児
童
」
は
い
る
の
か
。
希
望
者
全
員
が

入
園
等
利
用
で
き
る
施
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

A  

昨
年
10
月
の
調
査
で
２
名
が
待
機

児
童
と
な
っ
て
い
る
。
待
機
児
童
の
発

生
が
見
込
ま
れ
る
低
年
齢
児
を
対
象
と

し
て
保
育
士
の
加
配
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
町
が
補
助
す
る
事
業
の
創
設
や

民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
園
を
誘

致
す
る
な
ど
、
今
後
保
育
定
員
の
拡
充

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。（

福
祉
部
長
）

Q  

保
育
士
の
確
保
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

A  

全
国
で
保
育
士
不
足
が
深
刻
化
す

る
な
か
、
本
町
に
お
い
て
も
公
立
保

育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
の
確
保
は
、

年
々
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
４
月
１
日

よ
り
、
保
育
士
の
確
保
と
保
育
所
の
運

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
町
が
設
立
す

る
「
一
般
社
団
法
人
境
町
保
育
協
会
」

に
移
管
し
、
臨
時
職
員
を
境
町
保
育
協

会
の
正
規
職
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と

で
、
雇
用
や
賃
金
の
安
定
を
図
り
、
今

後
の
保
育
士
の
確
保
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

（
福
祉
部
長
）

議
席
５
番

櫻
井
　
実　

議
員

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

Q  

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
に
対
す
る
「
優
遇
制
度
」
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

A  

県
は
、
本
年
３
月
１
日
か
ら
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
際
に
「
運
転

経
歴
証
明
書
」
を
発
行
し
、
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
協
賛
事
業
所
や
加
盟
店
で
割
引

き
や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
取
り
組
み
を

始
め
た
。
本
町
内
で
も
６
つ
の
事
業
所

や
飲
食
店
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

　

本
町
で
は
、
公
共
交
通
網
が
少
な
く

類
似
す
る
自
治
体
の
先
進
的
な
取
り
組

み
な
ど
調
査
研
究
し
た
い
。

（
福
祉
部
長
）

Q  

定
住
化
促
進
対
策
等
に
よ
り
、
本

町
へ
の
転
入
者
に
対
し
て
転
入
届
等
提
出

記
念
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A  

本
町
の
人
口
は
、
26
年
度
２
１
９

名
の
減
、
27
年
度
１
９
９
名
の
減
、
28

年
度
89
名
の
減
と
な
っ
て
い
た
が
、
29

年
度
２
月
末
で
12
名
の
増
と
増
加
に
転

じ
て
い
る
。
県
内
で
転
入
時
の
記
念

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は

な
い
。
転
入
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
検

討
し
た
い
。　
　
　
　

（
総
務
部
長
）

Q  
現
在
、
空
き
家
は
ど
の
位
あ
る
の
か
。

A  

空
き
家
の
総
件
数
は
、
４
３
３
件

あ
り
、
内
訳
と
し
て
住
宅
が
２
９
９
件

で
全
体
の
７
割
弱
と
な
っ
て
お
り
、
工

場
・
倉
庫
が
88
件
、
店
舗
・
事
務
所
が

41
件
、
そ
の
他
５
件
（
幼
稚
園
等
）
で

あ
る
。　

（
理
事
兼
企
画
経
営
課
長
）

Q  

空
き
家
の
利
活
用
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
る
の
か
。

A  

現
在
、
町
で
は
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
、

「
空
き
家
等
総
合
対
策
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
、
移
住
・
定
住
促
進
や
中
心

市
街
地
等
の
活
性
化
に
向
け
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
危
険
空
き
家
等
へ
の
対

応
な
ど
空
き
家
対
策
に
総
合
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
理
事
兼
企
画
経
営
課
長
）

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

自
動
車
運
転
免
許
証
自
主
返
納

に
つ
い
て

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

学
校
で
の
心
肺
蘇
生
教
育
の
普
及

推
進
に
つ
い
て

Q  

当
町
の
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童

生
徒
へ
の
心
肺
蘇
生
教
育
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
、
教
職
員
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

A  

消
防
署
職
員
を
講
師
と
し
て
救
急

救
命
を
小
学
校
５
学
年
で
、
ま
た
中
学

校
２
学
年
時
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
体
験

を
実
施
、
更
に
部
活
ご
と
に
少
人
数
で

開
催
し
て
い
る
。

　

各
校
に
お
い
て
講
習
会
を
実
施
し
て

お
り
、
全
職
員
が
使
用
に
関
し
て
知
識

の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。（

教
育
次
長
）

Q  

子
ど
も
の
貧
困
は
社
会
的
な
問
題

で
も
あ
る
が
、
当
町
に
お
け
る
現
状
と

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
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